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6.4.4 実際の酸化還元反応と標準電極電位 

 

                                 

E0小さい（上方向）：イオン化傾向大（酸化されやすい） 

 

 

 

 

 

             右有利 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.4.5 錯体の分子構造と分子軌道 

 

  

Fe2+ →Fe3+ 有利に 

Cu2+ →Cu1+ 有利に 

Co2+ →Co3+ 有利に 

アンミン錯体では溶存酸素に

より Co2+ →Co3+  

 

錯体化によるイオンの性質変化 ○ 

○ 

○ 


